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I. はじめに（研究動機及び研究目的）

学習指導要領理科の目標に「探究する能力と態度を

育てる」改贄粁斗学省， 2009)とある．近年，探究活動

や課題実験を通して，様々な能力，例えば分析力，表

現力や問題解決能力など，多岐にわたる能力の育成が

強く求められている．一方で，学校教育の場では，限

られた時間の中で多様な能力をどのような方法で養え

ばよいか，またそのためにはどのような授業形態や展

開をなせばよいか，常に課題としてある．特に高等学

校の課程では，科目内容の専門性も高まり，内容の知

識・理解に費やす時間が多くなる．教師は，知識・理

解以外の科学的思考力や間題解決能力などの日標をど

のように学習者に有意義且つ効率よく高めることがで

きるか，常に意識をかたむけながら授業に取り組み，

多岐にわたる目的・目標を年間指導計画に基づいて達

成できるように努めている．

本研究は，麻等学校段階における探究活動や課題実

験をとりいれた授業をどのように設定，展開し，且つ

学習者にはどのような能力を育むことができるか，そ

のあり方を模索するとともに，一つの授業形態・展開

を提案するものである．

II. 授業の場で活用されるための探究活動のあり方

授業の場で扱う探究活動や課題実験では焦点化が鍵

となる．問題の発見探究テーマや課題実験の主題の

設定，仮説の設定，探究手法や課題実験の方法，実験

結果をもとにした考察及び結論に至るまでの思考過程

など，すべてを学習者に考えさせて実施することは哩

想的であるが，現実には難しい制約された時間の中

で実施するには焦点化が重要になる．高等学校におけ

る探究活動や課題実験のあり方は，新出事項に対する

導入実験や発見的な実験とは異なり，学習者が既習知

識を活用して，科学的・論理的な根拠をもった考察を

行い，結論に至るまでの過程を重視したい．無論，主

題によっては探究手法や実験方法等を考えさせる場面

設定も考えられる．しかし，既習知識の活用に焦点を
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あてた場合，知識のより深い理解を形成するとともに，

探究過程の中から科学的思考力や問題解決力等が培わ

れていくと考える．また考察場面を焦点化した展開で

は，学習者が獲得できる能力などを限られた時間の中

で有意義に育むことができ，授業の筋道に沿った形で

行う展開しやすく，教師にとって教材が扱いやすいと

言える．

もう一つ，探究活動や課題実険において重要なこと

は共同実験者との役割である．筆者は物理を担当して

おり，授業の場での活動は，複数の学習者による班活

動を中心に行っている．そこでは学習者が共同実験者

とともに議論・検討していく中で， 自らの考察を整理

し，学習者自身で概念の修正を行いながら構築がなさ

れていく．高等学校における探究活動や課超実験では，

既習知識の活用に主眼に置いて，他の実験以上に考察

場面において科学的・論理的な根拠に基づいた手続き

を踏んで間題解決をはかり，学習者一人ではなく，複

数の学習者が相互に高めあう考察場面作りが重要であ

ると考える．

皿提案する探究活動をとりいれた授業デザイン

IIのあり方を踏まえて，考察場面を焦点化した探究

活動をとりいれた授業形態や展開を考える上において

2つの間題設定を与えた. 1つは限られた時間で有効

に探究活動させるための授業形態及び展開，もう 1つ

は学習者の概念を共同学習者とともに構築・向上させ

ていく授業形態の考案である．それらの解決をはかる

ため，ジグソー法を応用した授業デザインをとりいれ

ることにした．

ジグソー法（山下， 2013)は，その手順の特徴であ

る，教材を分割し，分割された教材をそれぞれの学習

者が分担した後，相互教授を行うことで教材の知識が

統合されていく手法である．さらに三宅ら（三宅ほか，

2011a)が提唱する知識構成型ジグソー法では，他者と

の「建設的相互作用」により「活用できる知識」が獲

得できるとしている．また，協調学習を引き起こすに

-186 -


















